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＜連絡事項＞

· ３月３日から塗装作業が開始しています。業者の方には患者様対応マニュアルにより指導してありますが、何かあった場合は近くのスタッフへ声をかけるよう指示してあります。ドアの開閉も声をかけるように指示してますので、協力お願いします。

· 倉舘俊照様の保険の書類はＰＳＷに依頼しています。書類出来次第ご家族に電話連絡します。

· 鈴木　ヘン様…３月９日１０時南山苑入所の為、退所予定となっています。

· 吉田　ナヨ様…３月１１日１４時南山苑入所の為、退所予定となっています。

· 北山　和子様…栄養課に相談していた補助食品届いています。１日１本で２週間分あります。保管場所は階段室です。なくなる前に担当者に声を掛けるようにしましょう。

· デキスターチェックですが、朝７時の検査が終わったら、すぐに東病棟に返却し、次の日の朝にまた借りて下さい。

· 今週の日曜日にＣＤユニットのバルサン噴霧を（13：30～15：30）行ないます。当日は必ず庶務、各病棟へ連絡して下さい。毎週日曜日にＣＤユニットとＡＢユニットと交互に行なって行きましょう。

· 小比類巻末五郎様・吉田正太郎様…シンラック処方となっています。

· オムツ交換用のカートを1週間使用してみて、使用方法を検討していく事となりました。

使用してメリットやデメリットなどの意見を自分なりにまとめておいて下さい。1週間後のカンファレンスで話合う予定です。

＜ｍ－ＳＨＥＬＬ評価検討＞

発生日時：２月２４日　１１時４０分　発生場所：南Ｂホール

　田高奨様が、車椅子より転倒しているのを発見。約４ｃｍ裂傷あり、イソジン消毒・ファスナートにて処置施行。

	
	
	実際どう行動したのか
	何が原因だったのか
	今後の対策

	ソフト
	・転倒・転落の可能性のある患者様がホールで過ごされてるときは常に視界に入れる。
	患者様が不調を訴えられた為、対応しスタッフオフィス内でカルテに記載をしていた。
	ホールで過ごしていたが、他患者様の対応をしスタッフオフィスにてカルテに記載していた為、視界に入らなかった。
	・転倒・転落の可能性がある患者様は、常に視界に入れるようにする。

	ハード
	・車椅子にて座られている所にゴミ箱があった。
	
	
	

	勤務環境
	・Ｂユニットを一人で留守番していた。
	不調を訴えてこられた他患者様の記録を記載していた。見守りをする職員がいなかった。
	不調を訴えてきた患者様に気を取られ見守りが手薄になっていた。
	留守で一人の時でも要注目患者様を常に視野に入れておくべきだった。

	関与した看護者


	・車椅子に座り、テーブルに伏せていた為安心感があった。
	田高様がテーブルに伏せている為、訴えて来られた患者様の対応をしスタッフオフィス内でカルテに記載を行なっていた。
	車椅子に座り、テーブルに伏せている。車椅子に座って立ち上がること少ない為、他者の対応時も安心感があり見守りを怠った。
	どのような患者様でも、常に転倒・転落の可能性があることを常に把握し、観察をして行く。

	患者様の状態
	· 脳血管性舞踏病により、不随うんづが見られる。

· 車椅子に座られている時は自操されている。
	自ら車椅子を自操され転落したとの事。
	・脳血管性舞踏病により、自操時転落の可能性がないと思い込み業務にあたっていた。

・ふらつきがあるのに自力で立ち上がる患者様で見守りが必要だった。
	脳血管性舞踏病の為、常に転倒・転落の可能性があることを認識し業務を行なう。


